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２０２３．１２．１５ 八木 康浩（北広島市立北の台小） 

 

石教研二次研究協議会では、多くの先生方にご参加いただき、ありがとうございました。授業実践を

していただいたお二方、中心サークルの江別市部会員の皆様、そして管内の保体（小）部会員の方々の

おかげで、有意義な研究協議会となりました。成果と課題について載せていますが、詳細については

「石狩の教育」をご覧下さい。 

★令和５年度 活動の成果と課題★ 

【 成 果 】  

○研究主題に対して、各市町村で同一の課題を設定して、連携しながら研究を進めていく

ことができた。 

○「個別最適な学びや協働的な学びを保障する ICT の活用方法の検証」「『わかる・でき

る』活動に結びつけている実践の紹介」という２点の研究内容を部会員全員が共通理解

を図り、多くの実践を残すことができた。 

○ICT を有効に活用しながら、個別最適な学びや協働的な学びへとつながる授業づくりの

基本形が、実践を通して理解できた。 

○各市町村での ICT の活用例を紹介し合うことで、新たな知識を得ることができた。 

○単元を通して身に付けさせたい力や、学習活動に即した評価規準を指導案に明記するこ

とにより、指導者も子どもも見通しが持てる学習が展開できることにつながった。 

○部会員によって実践された指導案や各学校で取り組まれている「『わかる・できる』活

動に結びつけている実践」のレポートなどがまとめられた実践資料集をデータで発行す

ることができた。 

 

【 課 題 】 

 ○市町村による ICT 環境の違いによる不便さが挙げられた。 

○ICT の活用のメリット・デメリットをしっかりと考えた上で、どのように活用し、運動

量を確保していくのかを考えていく必要がある。 

○ICT の活用の際の留意点については、引き続き考える必要性がある。 
○日常の実践を今後も大切にしていき、研究主題の解明に向けて継続した取組が必要であ

る。 
 

 

 

 

 



１．話し合いの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．各教室で話し合われた成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 低高ブロックに分かれて、深い話し合いを行っていました。成果と課題を浮き彫りにし、今後の指導

に生かそうという先生方の思いが伝わってきました。『子どもたちを運動好きにする』ための方法や理

論がまとめられていました。授業をしてくださった、佐藤先生、畠中先生ありがとうございました。 

成果と課題を明確にして、柱に沿って

話し合われていました。 

授業者と共同研究者を含め、ブロック全体で集まって話し合いすることができました。スムーズな

司会進行により先生方からは積極的な考えが出ていて、学びを深める時間となりました。 

KJ 法を用いて、グループ

ごとに話し合った内容を

まとめ、全体で共有するこ

とでいろいろな角度から

考えを深めることができ

ました。 



★令和５年度 話し合われた成果と課題まとめ【低学年】★ 

【 成 果 】  

〇ICTを使った導入が子どもたちに分かりやすかった。 

〇ゲームを楽しい雰囲気でできていて、練習も分かりやすかった。 

〇作戦ボードを活用することで、何をするのか明確になっていた。 

〇指導計画の中でも各時間で目標に合わせたルール設定がされていた。 

〇バットをかごに入れると 1点のルールが苦手な児童でも貢献できていた。 

○動画を蓄積しているのが有効だった。 

○実態を踏まえたグループ編成や学級経営が素晴らしかった。 

○中継プレーの良さが実感でき、ゲームにも生かそうとしていた。 

【 見解 】学年の発達段階に合わせた ICT の活用を考えることのできる授業だった。ま

た、実態に合わせたグループ編成やルールの工夫など、子どもたちが楽しみな

がら活動するためのいろいろな工夫が見られる授業となった。 
 

【 課 題 】 

〇ベースボール型では、運動量を確保する工夫が必要ではないか。 

〇市町村によって使えるソフトが異なるので、異動すると苦労する。統一されると便利。 

〇中継プレーの際の役割分担について話し合う場面を作ってもよかったのではないか。 

【 見解 】運動量の確保や市町村によって ICT 環境が違うことの難しさを改めて確認す

ることができた。 

 

★令和５年度 話し合われた成果と課題まとめ【高学年】★ 

【 成 果 】  

○子どもたちが主体的に取り組み、努力している姿が素晴らしかった。 

〇タイムシフトカメラが効果的に使われていた。 

○「技のポイント」（動画のリンク）の提示も併用されていて、技の確認やアドバイスに役

立っていた。 

〇ジャムボードでの振り返りがスラスラできていた。 

【 見解 】ICT をフル活用しての授業だった。また、一人一人が技を選択し（個別最適

化）、友だち同士でアドバイスし合う（協働的）という場面が見られ、これか

らの授業スタイルとしての提案的な授業となった。 
 

【 課 題 】 

〇タイムシフトカメラでは、繰り返し見ることができない。（残らない） 

〇子ども同士のアドバイスは難しいので、ポイントを絞って「見る・アドバイスする」など

工夫があるとよかった。 

〇全体と個別のバランスが難しいと感じた。 

○発表しているのに、みんながタブレットを見ているのが残念だった。 

【 見解 】ICTを活用するうえでのメリットとデメリットを考え、場面に合わせた活用

の重要性を感じた。ICTの活用に際して、どのような留意点があるか引き続

き、考えていく必要があると感じた。 

 

 



３．各市町村で行われた実践について 

 

 

 

 

 

 

４．実技研修について 

 北広島市担当の実技研修として、「サッカーを専門とした小学校教員が考

えた『誰でも楽しくできるサッカーの授業』」が行われました。講師として、

美唄中央小学校の尾形行亮先生を迎え、学びました。尾形先生は日本サッ

カー協会学校体育サポート事業講師としても活躍されており、専門的な知

識をもとに、サッカーの授業を行うときの構成について教えていただきま

した。 

 サッカーが苦手な児童でも楽しむことができる「アイスブレイク」、一人一人がボールをもつことのメ

リットを生かした基礎的技術の向上など、明日からでも生かすことができる内容をたくさん学ぶことが

できました。 

 

千歳市担当の実技研は、「体育を好きにさせる」ことをテーマにリレー

の指導方法を久恒重尚先生に教えていただきました。前半では、みんなで

体を動かしながら、リレー指導のポイントを教わりました。参加した先生

方が楽しく汗を流しながら取り組む様子が見られました。 

また、後半では課題を明確にし、子どもたち全員と共有する大切さや場

の工夫で子どもたち自身に課題を生ませる方法を教えていただきました。今後の授業に生かすことので

きる有意義な時間となりました。 

 

恵庭市担当の実技研では、NHK テレビラジオ体操指導者の鈴木さんとアシスタン

トの今井さんを講師に迎え、ラジオ体操について研修を行いました。普段何気なくや

っているラジオ体操ですが、姿勢や体のバランスのチェックをしたり、目的を理解し

て動くことを意識して体操をしたりすることで、自分の体がどのような状態なのかが

わかるということに気づくことができました。 

 また、動きの説明でも、「背中を丸めよう」というより「脚の間から後ろを見よう」

と伝えると自然と背中が丸くなるということを実感し、具体的な伝え方やその大切さを実感することが

できました。４５分があっという間に過ぎてしまうほど、楽しく取り組むことができました。 

 

 久しぶりに実技研修が実施できました。担当された市町村の皆さん、ありがとうございました。 

また、今年度は、部会員が一堂に会し、話し合い学び合うこともできました。二次研究協議会当日の話

し合いのまとめ(成果と課題)については、「石狩の教育」にも載せますので、ご覧ください。 

今年度も、各市町村の推進委員の皆さん、部会員の皆さんのご協力のおかげで、実りのある部会活動

を行うことができました。本当にありがとうございました。 

 

 

 
 

事務局長 江別市立対雁小学校    五十嵐 有幸（℡011-３８２-２００４ FAX011-3８2-２００７） 

研究員  北広島市立北の台小学校  八木 康浩（℡０１１―３７３―３５００ FAX０１１―３７６―８８５６）GOAL担当 

話し合いの中、データを共有したいという意見が多数出ました。そこで、鵜川先生から今回の授業

で活用されていた資料のQR コードをいただきました。 

石教研のHPに掲載させていただいています。是非、ご活用ください。 

各市町村の実践の DVD を観ました。

素晴らしい実践から多くのことを学

ぶことができました。また、ICT の活

用を工夫しながら取り入れた実践が

多く見られました。各市町村で授業を

してくださった先生方、ありがとうご

ざいました。 


